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　国立天文台天文学データ解析計算センター(以
下、計算センター)の一部門である天文データセ
ンターの紹介の二回目である。主要サービスの
うち、すばる望遠鏡公開データアーカイブシス
テム(SMOKA)については前回紹介したので、今
回はその他のサービスを紹介する。
　天文データセンターは、世界で六つあるデー
タセンターの一つであり、アジア地域の天文コ
ミュニティに対して天文データを利用しやすい
形で提供している。天文データセンターが提供
するサービスは、

1. 天文データサービス
　(SMOKA,HST,IUE などのデータアーカイブ)
2. 画像データサービス
　(天文サーベイ画像(DSS,IRSA,GreenBank )、
SDSS)

3. 天文カタログサービス
　(CDS/VizieR ミラー、天文カタログミラー)
4. 天文文献サービス
　(ADS ミラー、電子ジャーナル(AJ,ApJ,PASP,
　A&A)ミラー)

の機能に分けることができる。これら数多くの
サービスは、台外の協力者を含めた「データセ
ンター実務会」なるグループによって実質的に
運営されている。

HST Archive HST Archive HST Archive HST Archive HST Archive 日本日本日本日本日本
　ハッブル宇宙望遠鏡(HST)で取得されたデータ
を STScI から DVD-R に焼いて郵送されてきたも
のを公開している。ただし、全てのデータが送ら
れてきているわけではない。
http://hst.nao.ac.jp/ からアクセスできる。

INES(IUE Newly Extracted Spectra)INES(IUE Newly Extracted Spectra)INES(IUE Newly Extracted Spectra)INES(IUE Newly Extracted Spectra)INES(IUE Newly Extracted Spectra)データデータデータデータデータ
サーバサーバサーバサーバサーバ
　ESA の国際紫外線観測衛星(IUE) の最終アーカ
イブデータのミラーを行っている。
http://iue.nao.ac.jp/ からアクセスできる。
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表1http://dss.nao.ac.jp/から取得可

能なサーベイ画像データ

天文サーベイ画像天文サーベイ画像天文サーベイ画像天文サーベイ画像天文サーベイ画像(DSS,IRSA,GreenBank)(DSS,IRSA,GreenBank)(DSS,IRSA,GreenBank)(DSS,IRSA,GreenBank)(DSS,IRSA,GreenBank)
　全天をカバーしたサーベイ画像データがあれ
ば、空の任意の天域の画像を切り出すことがで
きる。現在は、可視の Digitized Sky Survey (DSS)、
赤外の IRAS Sky Survey Atlas、電波の GreenBank
SkyMap を揃えている。
http://dss.nao.ac.jp/ からアクセスできる。
　Digitized Sky Survey (DSS) は、STScI がアメリ
カのパロマー山天文台のシュミット望遠鏡と
オーストラリアの UK シュミット望遠鏡で観測
が行われている全天サーベイの写真乾板データ
をスキャンしてデジタル化した画像データであ
る。全天に近い領域を隈なく観測した画像デー
タであるため、観測したい天体を探すための資
料画像を作成したり、また空の非常に広い範囲
を眺めたりするといった用途で非常に重宝され
ている。DSS には新旧 2つの版があるが、とく
に DSS2 は世界で7つの研究機関のみが保有し
ている貴重な画像データとなっており、日本の
研究者からだけではなく、世界の研究者からア
クセスされ広く利用されている。
　日本版サーベイ画像サーバの独自機能とし
て、超広領域の検索が可能なワイドフィールド
検索と電子メールによるバッチ検索機能を挙げ
ることができる。ワイドフィールド検索機能

ソース 波長域

DSS1(R) 可視

DSS2(R,Bj,I) 可視

IRAS Sky Surver Atlas
(12,25,60,100μm) 赤外

GreenBank SkyMap
(1.4GHz,4.85GHz) 電波



( 図2 ) では、最大で6度平方という広い領域の
画像を切り出すことができる。他に DSS によ
る画像サービスを提供しているところでは最
大で1.5度程度のものが多いが、X線や電波の
観測画像と重ね合わせて比較に用いる場合、
より広い領域を切り出すことのできるワイド
フィールド検索が重宝される。

図3メールバッチ機能の例

左から、フィールドID名、座標(赤経・赤緯)、フィールドサイズ、分点、DSSバージョン、画像

選択モード、画像圧縮形式(gzipなど)を指定したコマンド行を作成してdss-batch@dss.nao.ac.jp

にメールを送ると、NGC253のまわり45'x45'の画像が切り出されてFTPでダウンロードできる。

図2DSSワイドフィールド検索結果

天体名に M31  を指定し、視野角は 3度×3

度、使用データにDSS2のRバンドを指定し

た場合。FITS画像とPNG画像のいずれかを

選択してダウンロードできる。

NGC25304734.3-251732.45.45.J2000DSS2cC

　一方のメールバッチ機能は、図3 にあるような
コマンド行をメールの本文に書いてメールを送る
と、該当領域を自動的に切り出して FTP でダウン
ロードできるようにする機能である。あらかじめ
座標のわかっている大量の領域を切り出したい
ユーザにとって便利なインターフェースであり、
海外にも熱心な固定ユーザがついている。

図1HSTアーカイブ日本

(http://hst.nao.ac.jp/)

検索テーブル自体は本家のSTScIのものと同

じだが、検索インターフェースや早見画像、ダ

ウンロードできる画像の数などが本家と異な

る。検索インターフェースはSMOKAのもの

と良く似せて作られている。
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図4VizieR検索画面

各種の天文カタログ検索ができる。

図5ADS検索画面

検索キーとして著者名、天体名、論文題名および

アブストラクト中に含まれる単語などを使用できる。

SDSSSDSSSDSSSDSSSDSS
　日米共同のサーベイ観測計画である S l o a n
Digital Sky Survey(SDSS)のミラーが天文データ
センター内に設けられている。現在は S k y
Server と呼ばれる一般利用者向けサイトの日本
版ミラー(http://skyserver.nao.ac.jp/jp/)が公開
されている。また、EDR(Early  Data Release)と
呼ばれるデータのアーカイブもミラーされてお
り、近日中に正式公開に向けて整備中であると
のことである。なお、計算センターからは市川
伸一助教授および安田直樹助手が SDSS 計画に
携わっている。

VizieRVizieRVizieRVizieRVizieR
　VizieR とは、天体カタログを探したりカタロ
グデータを抜き出したりすることのできる web
インターフェースである。フランス・ストラス
ブール天文台(CDS)が開発したもので、ミラーは
http:/ /vizier .nao.ac. jp/  からアクセスできる
(図4)。

　カタログをサービス元や版などによって位
置カタログ、測光カタログなどの９種類の
「カテゴリ」に分類したものが 1129 あり、他
に A&A Suppl. などの雑誌論文中のテーブルが
3 9 6 4 ある。これらを波長域やミッション毎あ
るいは天文学的キーワードなどを指定すれば
特定の分野のカタログを選択してダウンロー
ドできる。また、いきなり天体名を入力して
その座標を含むカタログを波長・分野横断的
に串刺し検索することもできる。極めて多機
能であり便利なインターフェースである。
　CDS は各天体毎の観測データや研究論文索
引を網羅した SIMBAD という天体データベー
スも開発している。この利用は一般には有料で
CDS に登録手続きを行う必要があるが、天文
データセンターで申請手続きを行えば、国内サ
イトからのアクセスが可能になる。詳しくは
http://dbc.nao.ac.jp/SIMBAD/ を参照していた
だきたい。
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大型計算機に関するお知らせ

（三浦　昭）

 （馬場　肇）

　去る7月27日(土)に、宇宙研の一般公開が行
われました。PLAIN センターは構造機能試験
棟二階のブースにパソコン8 台を持ち込み、例
年通りのクイズコーナーを開設しました。こ
の他に、A棟入札室で行われていたミニミニ宇
宙学校をストリーム配信してプロジェクタで
ライブ中継しました。クイズの景品の特製カ
レンダーを午前中に大判振る舞いしすぎたた
め足りなくなり、急遽増刷に追われるなどの
ハプニングもありましたが、おおむね順調に
終了しました。

　客層の大多数を占めた子供達からは「クイ
ズが難しすぎてわかんない」との声が多く上
がりました。「漢字が読めない」などの声も
あったことから、もっと易しく作り直す必要
があるようです。またクイズ用の CGI プログ
ラムに一時トラブル(何問正解しても正答数が1
になる) が発生してしまいました。さらにスト
リーム配信には予想以上のパケットロスが見
られ音質もあまり良くなかったなどが反省点
で、これらは次回には改善していきたいとお
もいます。

一 般 公 開 報 告

大型計算機の8月・9月の保守作業予定

M:システムメンテナンス

　大型計算機利用上の質問・トラブルなどは高
橋氏・林氏（内線8391）、ネットワーク関係の
質問・トラブルなどは PLAIN センター本田秀之
(RN 1261・内線8073）までお願いします。

ホスト名  8/19(月)
8:00～13:00

 9/16(月)9:00
～ 9/17(火)13:00

GS 8300/10 N M

VPP 800 M

 （馬場　肇）

ADSADSADSADSADS
　Astrophysical Data System (ADS) は、NASA の
資金で運用されている論文アーカイブプロ
ジェクトである。http://ads.nao.ac.jp/ からア
クセスできる。
   1. Astronomy and Astrophysics
   2. Instrumentation
   3. Physics and Geophysics
   4. Astrophysics preprints
のアブストラクトを検索できる。また、日本
ミラー独自の機能として、国立天文台報およ
び国立天文台欧文報告のスキャン画像を取り
込んで利用できるようにしている。
　ADS は SIMBAD や NED (NASA/IPAC Extraga-
lactic Database, 銀河系外天体のデータベース)と
並んで、天文学研究を効率的に進めていく上で
もっとも有用なデータベースの一つと言える。

　現在、宇宙研～天文台間に設置された専用
線を経由して、天文データセンターの ADSを
宇宙研側から高速かつ安定に利用できるよ

う、プロキシサーバを立てる実験を行ってい
る。これまでは宇宙研から天文台のデータ
ベースを利用する場合、汎用線回りでイン
ターネットを経由していたため、7Mbps  程度
の転送速度しか出せなかった。実験で専用線
上に天文台データベースサーバのプロキシサー
バを設置したところ、1接続あたり最大  150 Mbps
の転送速度を実現した。現在はまだ機器の細
かな調整中であるので、安定運用が可能に
なったら改めてお知らせしたい。

主要オンラインジャーナルミラー主要オンラインジャーナルミラー主要オンラインジャーナルミラー主要オンラインジャーナルミラー主要オンラインジャーナルミラー
　AJ,ApJ,PASP,A&A などの天文関係の主要な
洋雑誌のオンラインジャーナルをミラーして
おり、国立天文台内のマシンからはパスワー
ドなしでアクセスできるようになっている。

　以上で紹介したサービスは、天文データセ
ンターのトップページの http://dbc.nao.ac.jp/ か
らアクセスできるようになっている。興味を
持たれた方はどうぞご覧いただきたい。


